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ニュースレター第 50 号では、令和 2 年 12月 15 日に Online で実施しましたセミナー「競争的

研究資金獲得に向けて－イノベーション創出強化研究推進事業を対象に－」について報告します。 

 

 

  

今後の農林水産省の競争的資金への応募に当たりましては、社会実装やビジネスモデルの構築が強

く求められていく事になります。こうした新たな情勢に対応すべく、競争的研究資金獲得に向けてセ

ミナーを企画しました。今回のセミナーでは、令和 3 年度のイノベーション創出強化研究推進事業へ

の応募支援のため、事業の新たな変更点と、昨年度の同事業に応募し採択されました 2 課題について、

研究代表者から採択までの工夫、申請・審査への対応、さらには採択に向けての留意点などについて

話題提供をお願いしました。 

 

 

 

 開催日：令和 2年 12 月 15 日（15:00～16:50） 

 開催場所：Zoom を利用した Online 開催 

参加者（申込数）：43名 

 

 

 

話題提供は、以下のとおりである。 

話題提供 1 令和３年度イノベーション創出強化研究推進事業の主な変更点と研究計画作成におけ            

る社会実装への対応                  

            東北地域農林水産・食品ハイテク研究会  門間 敏幸 

話題提供２ チルド米飯ニーズと加工製造課題に即応する超多収低アミロース米系統の早期育成（応

用研究ステージ）採択までの工夫と採択に向けての留意点 

           岩手県農業研究センター生産基盤研究部 小舘 琢磨 氏 

話題提供３ 儲かる業務用米生産を実現する無コーティング種子湛水直播技術の確立（開発研究ステ

ージ）採択までの工夫と採択に向けての留意点 

農研機構 東北農業研究センター水田作研究領域 白土 宏之 氏 

 

セミナーの目的 

開催の日時と場所 
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東北ハイテク研の門間 CD は、令和 3年度のイノベーション創出強化研究推進事業の主な変更点と

研究計画作成における社会実装の重要性について解説するとともに、申請書を書く場合の留意点につ

いて説明した。 

 

 

岩手県農業研究センターの小舘さんは、応用研究ステージでの 3 回目の挑戦で採択に至るまでの応

募の留意点について体系的に整理・説明した。特に書類審査で不採択となった 1 回目の応募、2次審

査（面接）で不採択となった 2 回目の応募時の問題点を克明に分析し、3 回目の採択にむけてどのよ

うに申請書を改善したか、また面接への対応を行ったかを克明に説明してくれた。その体験から整理

されたイノベ事業採択のノウハウは、全ての競争的資金の獲得につながる貴重な提言であった。 
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東北農業研究センターの白土さんは、開発研究ステージで小舘さんと同様に 3 回目の挑戦で採択とな

った。採択に至るまでの研究展開の流れ整理し、採択に向けての体系的な努力の軌跡を詳しく跡付けて

くれた。特に、開発ステージにおける研究成果の社会実装に向けて、研究の社会的意義を明確にするとと

もに、農業経営の発展に貢献できる体系技術として農家に提供できるように研究内容が工夫された。 

 さらに、審査委員からいただいたコメントに真摯に向き合い、一つ一つのコメントへの対応を考慮し

て、研究内容を改善し見事採択に至った。 
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なお、3 人の報告内容については、東北ハイテク研のホームページからダウンロードできるので、

是非ダウンロードして活用して欲しい。 

特に小舘さん、白土さんの報告は、苦労して３回目に見事採択になっただけに、採択に至るまでの

苦労と改善点、さらには審査委員の審査の着眼点などが体系的に整理して対応され、見事採択に至っ

ている。 

 

 

当研究会では、競争的研究資金（イノベ事業、スマ農プロジェクト等）への応募相談、申請等への

支援につきまして常時受け付けております。ご希望の方の連絡をお待ちしております。 

 

 


